
[ 1 ]　令和6年3月29日 （第 16号）

　

令
和
５
年
10
月
12

日
開
催
の
女
性
委
員

交
流
研
修
会
で
、ひ
ょ

う
ご
農
業
委
員
会
女

性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

役
員
改
選
を
行
い
、

会
長
に
豊
岡
市
の
高

尾
利
美
さ
ん
、
副
会

長
に
藤
木
悦
子
さ
ん
、

松
田
靜
さ
ん
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
３
年
後
の
農
業
委
員
会
の
統
一

改
選
の
年
の
最
初
の
交
流
会
ま
で
と
な
り
ま

す
。

ひょうご農業委員会
女性ネットワークだより
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ひょうご農業委員会
女性ネットワークについて

役
員
改
選
結
果
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ひょうご農業委員会女性ネットワークの会長が交代しました

16
年
前
に
初
め
て
農
業
委
員
と
な
っ
て
、
当
時
の
「
ひ
ょ

う
ご
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
参
加
し
た
時
の
こ
と
を
思
い

出
し
て
い
ま
す
。
各
地
の
女
性
委
員
さ
ん
と
交
流
を
重
ね
る

う
ち
に
、
そ
れ
ぞ
れ
環
境
や
条
件
が
違
う
中
で
も
活
躍
さ
れ

て
い
る
姿
が
と
て
も
輝
い
て
見
え
た
こ
と
、
そ
し
て
自
分
に

と
っ
て
今
後
の
活
動
や
取
り
組
み
方
の
ヒ
ン
ト
を
学
ぶ
こ
と
で
、
何
も

わ
か
ら
な
い
ま
ま
農
業
委
員
に
な
っ
た
と
い
う
重
た
い
気
持
ち
が
少
し

ず
つ
軽
く
な
っ
た
も
の
で
し
た
。

今
回
、
会
長
と
い
う
大
役
を
お
受
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

兵
庫
県
内
は
も
ち
ろ
ん
近
畿
や
全
国
の
方
々
に
お
会
い
す
る
機
会
が
増

え
た
こ
と
で
少
し
で
も
知
見
を
広
げ
成
長
す
る
機
会
を
い
た
だ
い
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。

地
域
計
画
の
策
定
が
各
地
で
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
お
力

を
得
な
が
ら
女
性
委
員
を
一
人
で
も
多
く
増
や
し
、
女
性
が
活
躍
で
き

る
場
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

就任ごあいさつ
豊岡市農業委員  高尾  利美

私
は
、
こ
の
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
長
を
６
年
間
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
こ
の
度
の
役
員
改
選
で
会
長
を
退
任
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

私
が
は
じ
め
て
こ
の
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
議
に
参
加

し
た
時
に
、
各
地
域
の
皆
様
が
特
産
品
を
持
ち
寄
っ
て
情
報

交
換
し
た
こ
と
が
一
番
思
い
出
に
残
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
コ
ロ
ナ
で
３
年
間
、
会
議
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
を
大
変

残
念
に
思
っ
て
い
ま
す
。

県
の
農
業
委
員
会
組
織
に
お
い
て
は
、
全
体
か
ら
み
る
と
ま
だ
ま
だ

女
性
の
委
員
さ
ん
が
少
な
い
で
す
。
今
後
、
農
業
委
員
会
組
織
に
お
い

て
は
多
く
の
女
性
委
員
の
参
画
が
不
可
欠
で
す
。
活
動
す
る
に
は
周
囲

の
意
識
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

丹
波
篠
山
市
で
も
令
和
６
年
度
に
改
選
を
迎
え
、
女
性
の
委
員
が
２

名
か
ら
５
名
に
な
る
予
定
で
、
女
性
委
員
が
増
え
る
こ
と
を
大
変
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。

私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
３
月
末
で
農
業
委
員
の
任
期
満
了
を
迎

え
、退
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
農
業
委
員
と
し
て
４
期
12
年
間
、

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

退任あいさつ
丹波篠山市農業委員  大西  冨美子
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ひ
ょ
う
ご
農
業
委
員
会
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
、
令
和
５
年
10
月
12
日
に
神
戸
市
の

ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル
で
、
令
和
５
年
度
第
１
回
女

性
委
員
交
流
研
修
会
を
開
催
し
、
県
内
の
農

業
委
員
会
の
女
性
委
員
17
人
が
出
席
し
ま
し

た
。

　
令
和
５
年
度
は
、
農
業
委
員
会
の
統
一
改

選
の
年
で
、
７
月
ま
で
に
県
内
の
19
の
農
業

委
員
会
が
改
選
を
迎
え
ま
し
た
。
情
勢
報
告

と
し
て
、
事
務
局
か
ら
女
性
委
員
の
登
用
状

況
を
報
告
し
、
３
年
前
の
同
時
期
よ
り
も
女

性
委
員
が
６
人
増
え
て
い
る
こ
と
や
女
性
の

会
長
職
務
代
理
者
が
７
人
に
増
え
て
い
る
こ

と
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
参
加
者
を
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
け
て
、
①
先
輩
委
員
に
聞
き
た
い
こ
と
、

１
期
目
の
委
員
に
伝
え
た
い
こ
と
、
②
私
の

町
の
農
業
委
員
会
活
動
、
③
女
性
委
員
を
増

や
す
に
は
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
初
め
て
の
参
加
で
何

を
す
る
の
か
不
安
で
し
た
が
、
他
市
町
の
女

性
委
員
さ
ん
と
お
話
し
で
き
て
参
考
に
な
り

ま
し
た
」、「
同
じ
農
業
委
員
会
で
も
地
域
に

よ
っ
て
活
動
内
容
も
様
々
な
ん
だ
と
わ
か
り

ま
し
た
」、「
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気

で
楽
し
く
意
見
交
換
で
き
た
」
と
い
っ
た
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
は
、
ひ
ょ
う
ご
農
業
委
員
会
女
性

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
役
員
改
選
を
実
施
ま
し

た
。（
１
ペ
ー
ジ
参
照
）

　
令
和
６
年
３
月
12
日
に
神
戸
市
の
ラ
ッ
セ

ホ
ー
ル
で
、
令
和
５
年
度
第
２
回
女
性
委
員

交
流
研
修
会
を
開
催
し
、
県
内
の
女
性
委
員

18
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
最
初
に
、
公
益
社
団
法
人
ひ
ょ
う
ご
農
林

機
構
の
前
田
美
嘉
専
門
員
が
、
女
性
農
業
者

の
活
躍
事
例
と
女
性
農
業
者
が
活
用
で
き
る

事
業(

ひ
ょ
う
ご
輝
く
女
性
農
業
者
活
躍
促

進
事
業)

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
実
施
し
、
①
女
性
の
登
用
に
つ
い
て
、
②

地
域
計
画
に
つ
い
て
、
③
ひ
ょ
う
ご
農
業
委

員
会
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
や
っ
て
み
た
い

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
前
回
参
加
し
て
、
交

流
会
独
自
の
情
報
交
換
が
で
き
る
の
で
楽
し

み
と
期
待
を
持
っ
て
参
加
し
ま
し
た
」、「
会

を
重
ね
る
度
に
連
帯
感
が
生
ま
れ
て
き
た
よ

う
に
感
じ
ま
す
。
も
っ
と
た
く
さ
ん
参
加
し

て
ほ
し
い
で
す
」
と
い
っ
た
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

ひ
ょ
う
ご
で
輝
く
女
性
農
業
者

活
躍
促
進
事
業
の
概
要

　
地
域
で
女
性
新
規
就
農
者
の
確
保
・
育
成

を
図
る
グ
ル
ー
プ
が
、
新
た
に
次
の
活
動
に

取
り
組
む
場
合
に
、
１
グ
ル
ー
プ
あ
た
り

10
万
円
を
上
限
に
経
費
を
助
成
し
ま
す
。

活
動
内
容

①
新
規
就
農
の
機
会
提
供
（
就
農
相
談
会
の

開
催
、
相
談
ブ
ー
ス
の
開
設
な
ど
）

②
生
産
技
術
・
経
営
力
向
上
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
（
研
修
会
の
開
催
、
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参

加
な
ど
）

③
地
域
農
業
活
性
化
の
活
動（
新
商
品
開
発
、

食
農
教
育
活
動
な
ど
）

対
象
者
（
次
の
全
て
を
満
た
す
グ
ル
ー
プ
）

①
45
歳
未
満
の
女
性
農
業
者
が
１
名
以
上
い

る
こ
と

②
構
成
員
が
３
名
以
上
い
る
こ
と

③
代
表
者
が
兵
庫
県
在
住
で
、
構
成
員
の
過

半
数
は
女
性
農
業
者
で
あ
る
こ
と

お
問
い
合
わ
せ
は
、公
益
社
団
法
人
ひ
ょ
う

ご
農
林
機
構（078-391-1222

）ま
で

　
近
畿
農
政
局
は
、
令
和
５
年
11
月
15
日
と

令
和
６
年
２
月
27
日
に
、「
女
性
農
業
委
員

座
談
会
」
を
開
催
し
、
近
畿
府
県
か
ら
女
性

組
織
代
表
者
を
そ
れ
ぞ
れ
１
人
参
集
し
、
意

見
交
換
を
実
施
し
ま
し
た
。
本
県
か
ら
は
高

尾
会
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
は
、
京
都
府
立
大

学
生
命
環
境
科
学
研
究
科
の
中
村
貴
子
准
教

授
を
迎
え
、
日
頃
の
農
業
委
員
会
活
動
の
内

容
や
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
る
課
題
な
ど
に
つ
い

て
報
告
し
た
あ
と
、
女
性
の
登
用
促
進
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、「
女
性
の
認
定
農
業
者

が
増
え
な
い
と
女
性
農
業
委
員
の
登
用
は
進

ま
な
い
」
や
「
農
業
委
員
会
の
活
動
が
知
ら

れ
て
い
な
い
。
地
域
の
女
性
農
業
者
に
対
し

て
日
頃
か
ら
声
掛
け
や
情
報
提
供
を
す
る
こ

と
が
大
事
」
な
ど
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、女
性
委
員
の
増
加
の
要
因
と
し
て
、

中
立
委
員
で
の
女
性
の
登
用
が
増
え
て
い
る

こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
第
１
回
女
性
委
員
交
流
研
修
会

４
年
ぶ
り
の
開
催

令
和
５
年
度
第
２
回
女
性
交
流
研
修
会

近
畿
農
政
局　
女
性
農
業
委
員
座
談
会

高
尾
会
長
が
出
席

茶話会のような雰囲気で意見交換

座談会の様子
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東
海
・
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
の
農
業
委
員

会
研
修
会
が
、
令
和
５
年
12
月
５
日
に
愛
知

県
名
古
屋
市
の
名
古
屋
銀
行
協
会
で
開
か
れ

ま
し
た
。
現
地
開
催
さ
れ
る
の
は
４
年
ぶ
り

で
、
東
海
・
近
畿
か
ら
１
５
１
人
、
そ
の
う

ち
本
県
か
ら
は
６
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
、
地
域
計
画
が
本
格
化

す
る
な
か
で
、
話
し
合
い
が
重
要
に
な
る
こ

と
か
ら
、
一
般
社
団
法
人
会
議
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
協
会
代
表
理
事
の
釘
山
健
一
さ
ん

が
「
明
る
く
前
向
き
な
雰
囲
気
の
座
談
会
の

極
意
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

　
「
会
議
」
と
「
対
話
の
場
」
の
違
い
と
し

て
、
会
議
は
意
見
を
言
い
合
う
場
な
の
に
対

し
、
対
話
の
場
は
思
い
を
語
り
合
う
場
で
あ

る
と
し
、
地
域
計
画
で
は
、「
思
い
」
を
語

り
合
う
こ
と
が
大
事
だ
と
説
明
し
ま
し
た
。

　
同
研
修
会
は
、
開
催
地
を
東
海
と
近
畿
で

交
互
に
実
施
し
て
お
り
、
次
年
度
は
、
奈
良

県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
全
国
農
業
委
員
会
女
性
協
議
会
と
都
道
府

県
の
女
性
委
員
組
織
は
、
１
月
16
日
～
17
日

に
東
京
都
の
主
婦
会
館
で
、
同
組
織
の
役
員

を
対
象
に
女
性
委
員
の
登
用
促
進
研
修
会
を

開
き
ま
し
た
。
全
国
か
ら
１
１
４
人
が
参
加

し
、本
県
か
ら
は
高
尾
会
長
、藤
木
副
会
長
、

松
田
副
会
長
と
事
務
局
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
、
改
選
を
終
え
て
女
性

の
増
加
状
況
や
女
性
委
員
の
増
加
に
効
果
の

あ
っ
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　

効
果
の
あ
っ
た
取
り
組
み
と
し
て
、「
農

業
委
員
会
会
長
へ
の
要
請
」
が
40
県
と
一
番

多
く
、続
い
て
「
市
町
へ
の
要
請
」
が
26
県
、

「
現
職
の
女
性
委
員
へ
の
継
続
依
頼
」
が
25

県
と
続
き
ま
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、「
今

後
、
女
性
委
員
の
登
用
を
進
め
る
た
め
に
一

番
求
め
ら
れ
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
交

換
し
、「
会
長
や
男
性
委
員
の
後
押
し
が
重

要
」
や
「
女
性
の
農
業
者
グ
ル
ー
プ
な
ど
推

薦
母
体
が
あ
る
と
女
性
を
出
し
や
す
い
」
と

い
っ
た
意
見
が
あ
っ
た
一
方
、「
農
業
委
員

会
の
仕
事
が
増
え
て
き
て
や
っ
て
ほ
し
い
と

い
い
づ
ら
く
な
っ
て
き
て
い
る
」
と
い
っ
た

課
題
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
３
月
６
日
に
、
東
京
都
の
砂
防

会
館
で
「
女
性
の
農
業
委
員
会
活
動
推
進

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
か
れ
、
全
国
か
ら

３
９
９
人
、
本
県
か
ら
は
６
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、「
地
域
計
画

の
策
定・実
現
に
女
性
の
力
を
結
集
し
よ
う
」

を
テ
ー
マ
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　
埼
玉
県
久
喜
市
農
業
委
員
会
の
高
橋
七
海

農
業
委
員
が
、「
新
米
農
家
の
視
点
で
取
り

組
む
農
業
委
員
活
動
」
と
題
し
て
基
調
講
演

を
し
ま
し
た
。
現
在
28
歳
の
高
橋
さ
ん
は
、

大
学
卒
業
後
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
移
住
し
、
現

地
で
起
業
を
目
指
し
て
い
た
時
に
、
主
要
産

業
に
も
関
わ
ら
ず
ス
ー
パ
ー
に
国
産
野
菜
を

見
る
こ
と
が
滅
多
に
置
い
て
い
な
い
こ
と
な

ど
か
ら
農
業
に
興
味
を
持
ち
、
帰
国
し
て
就

農
。
就
農
す
る
際
に
お
世
話
に
な
っ
た
農
業

委
員
さ
ん
の
推
薦
で
自
身
も
農
業
委
員
に

な
っ
た
こ
と
や
担
い
手
が
不
足
し
て
い
る
地

域
や
遊
休
農
地
の
情
報
な
ど
農
業
委
員
に

な
っ
て
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
が
た
く
さ
ん
あ

る
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
、
地
区
同
士
の
つ
な

ぎ
役
や
新
規
就
農
者
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い

き
た
い
と
話
し
ま
し
た
。

東
海
・
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
の

農
業
委
員
会
研
修
会

愛
知
県
で
開
催

女
性
の
農
業
委
員
会
活
動
推
進

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「意見は対立するが、思いは対立しない」
と話す講師の釘山さん。

女
性
委
員
の
登
用
促
進
研
修
会

都
道
府
県
の
女
性
組
織
の

役
員
が
意
見
交
換

女性登用について意見交換

新規就農者は、農地を預けても
大丈夫だという信頼を得ること

が大事と話す高橋さん
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各農業委員会　農業委員・推進委員数一覧 （令和 6 年 1 月 1 日）

農業
委員会名

農業委員 推進委員 農業委員・推進委員
合計

男 女 計 男 女 計 男 女 計
全　国 19,900 3,214 23,114 16,941 678 17,619 36,841 3,892 40,733

女性委員割合 13.9% 3.8% 9.6%

1 神戸市 16 3 19 31 0 31 47 3 50 
2 尼崎市 11 3 14 11 3 14 
3 西宮市 13 1 14 13 1 14 
4 伊丹市 8 3 11 8 3 11 
5 宝塚市 10 3 13 5 0 5 15 3 18 
6 川西市 15 1 16 15 1 16 
7 三田市 11 1 12 11 0 11 22 1 23 
8 猪名川町 13 1 14 4 0 4 17 1 18 
9 明石市 13 1 14 6 0 6 19 1 20 

10 加古川市 14 4 18 18 0 18 32 4 36 
11 高砂市 11 3 14 3 0 3 14 3 17 
12 稲美町 12 2 14 17 0 17 29 2 31 
13 播磨町 9 1 10 9 1 10 
14 西脇市 13 1 14 12 0 12 25 1 26 
15 小野市 8 0 8 15 0 15 23 0 23 
16 三木市 10 2 12 16 0 16 26 2 28 
17 加西市 7 2 9 15 0 15 22 2 24 
18 加東市 15 0 15 12 0 12 27 0 27 
19 多可町 17 0 17 12 0 12 29 0 29 
20 姫路市 18 1 19 36 0 36 54 1 55 
21 神河町 14 0 14 7 0 7 21 0 21 
22 市川町 11 1 12 8 0 8 19 1 20 
23 福崎町 10 2 12 5 1 6 15 3 18 
24 相生市 11 1 12 6 0 6 17 1 18 
25 たつの市 16 2 18 18 0 18 34 2 36 
26 赤穂市 11 2 13 11 0 11 22 2 24 
27 宍粟市 17 2 19 15 0 15 32 2 34 
28 太子町 13 0 13 6 1 7 19 1 20 
29 上郡町 10 0 10 7 0 7 17 0 17 
30 佐用町 12 1 13 11 0 11 23 1 24 
31 豊岡市 15 4 19 25 0 25 40 4 44 
32 香美町 13 1 14 10 0 10 23 1 24 
33 新温泉町 10 1 11 6 1 7 16 2 18 
34 養父市 12 1 13 10 2 12 22 3 25 
35 朝来市 12 2 14 13 0 13 25 2 27 
36 丹波篠山市 18 1 19 19 1 19 37 2 38 
37 丹波市 22 2 24 25 0 25 47 2 49 
38 洲本市 18 1 19 18 0 18 36 1 37 
39 南あわじ市 15 4 19 33 0 33 48 4 52 
40 淡路市 19 0 19 19 0 19 38 0 38 

合計 523 61 584 485 6 490 1,008 67 1,074 

女性委員割合 10.4% 1.2% 6.6%

女性委員ゼロ市町 6

　
令
和
５
年
は
、
県
内
19
の
委
員
会
で
改
選

が
行
わ
れ
、
令
和
６
年
１
月
１
日
時
点
で
の

県
内
女
性
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
数
は
、
前
回
の
調
査
（
令
和
５
年
１

月
１
日
）
か
ら
11
人
増
え
、
67
人
と
な
り
ま

し
た
。

　
女
性
委
員
が
在
任
す
る
農
業
委
員
会
数
は

34
委
員
会
（
全
体
の
85
％
）
で
、
前
回
と
同

様
で
し
た
。
２
人
以
上
の
女
性
委
員
が
在
任

す
る
農
業
委
員
会
数
は
20
委
員
会（
同
50
％
）

と
な
り
、
前
回
よ
り
６
委
員
会
増
と
な
り
ま

し
た
。

　
県
内
の
農
業
委
員
に
占
め
る
女
性
の
割
合

は
10
・
４
％
で
、
全
国
の
13
・
９
％
に
比
べ

３・５
％
、ま
た
、推
進
委
員
は
、県
内
が
１・

２
％
で
全
国
の
３・８
％
に
比
べ
２・６
％
と

そ
れ
ぞ
れ
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
国
の
農
業
委
員
に
占
め
る
女
性
の

割
合
の
目
標
は
、
早
期
に
20
％
、
２
０
２
５

年
度
ま
で
に
30
％
に
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

女
性
委
員
の
登
用
状
況

前
年
よ
り
11
人
増
加


